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本論文は、日本国憲法 18 条や、その規範的モデルとなるアメリカ合衆国憲法修正 13 条


























































と憲法修正が必要であった理由を明らかにする。さらに「第三部」（第 8 章～第 10 章）で
は、州内の奴隷制のあり方を規律する各州の権限を乗り越えて南部離脱後の連邦が規律を

































第４章 平等主義的・憲法的反奴隷制論 Charles Sumner
１. Sumnerの立ち位置









第６章 奴隷制の社会的正当化 George Fitzhugh
１. 奴隷制と自由は対立するのか？




































































柱を提供し、後には合衆国連邦最高裁の長官等を務める Salmon Chase のこの時期の反奴














第 2 部 こうした考察を受けて第 2 部では、奴隷制擁護論に目を転じ、現在の目から
見て当然に思われる奴隷制廃止論がなぜに直ちに支配的にならなかったのかを検討する。


































有償解放にこだわった Lincoln大統領が最終的に 1863年 1月 1日、南部諸州の無償による
奴隷解放を宣言することになるが、その宣言も妥協的だった。奴隷制を廃止する権限は連
邦にはない、とする前提が共有されていたし、だからこそ修正 13条が必要になった。その































18 条の内容が提示されていることなどからも、日本国憲法 18 条の成立に合衆国憲法修正
13 条の影響が一つのモデルとして及んでいることは否定できないと考えている旨の回答が
あった。
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